
2016年度事業報告（案） 

2016年 4月 1日 から 2017年 3月 31日まで 

特定非営利活動法人 ぐるったネットワーク大町 

 

① 地域資源の発掘・保全事業 

ア．わっぱらんどの保全管理 

2016年度から合併した「わっぱらんどの会」メンバーと共に、恒例のわっぱらんどの夏祭りを開催 

したほか、地球環境基金を活用して看板作成も行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．森林および竹林の整備とイベント 

3年間申請できる「森林・山村多面的機能発揮対策交付金」の3年目。わっぱらんど・大出ホタ

ルの里・千年の森・温泉郷森林劇場・八坂竹林等の環境整備を継続、同時にこのフィール

ドを活用した環境学習や林業体験を提供し、地域の自然環境の多様さ・大切さを伝えた。 

（整備面積：里山林10.1ha・竹林0.3ha、作業道整備：500m、環境教育活動：12回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 地域資源を活かした、青少年の健全育成事業および観光事業 

ア．小中学校と連携した地域の学び合いとガイド養成 

    ＊市内３小学校のわっぱらんど受け入れ 

7月14日 市内北小学校1年生をわっぱらんどに受け入れ 

7月19日 市内東小学校1年生をわっぱらんどに受け入れ 

8月30日 市内南小学校1年生をわっぱらんどに受け入れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月2日 市内東小学校1年生をわっぱらんどに受け入れ 

1月31日 市内東小学校1年生をわっぱらんどに受け入れ 

 

    ＊市内４中学校の地域学習サポートと、成果報告の冊子作成、報告会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＊研修会とプログラム開発 

  上記を、地球環境基金の助成を受けて実施した。 



イ．教育旅行 

  ＊7月26美園幼稚園学童 34人をわっぱらんどに受け入れ 

  ＊9月23日 武蔵野市第五中学校一学年77人の 

セカンドスクール受け入れ。 

地元仁科台中学校一学年とつなぎ、まち歩きをサポートした。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

   ＊2月11～12日 市内市民団体KID’S DAYの冬プログラムで 

34人の受け入れを行った。スノーハイクのほか、 

温泉郷雪まつりでのケルンづくりとおもてなしを行った。 

  

ウ．かんじきハイク 

   ＊大町温泉郷雪まつり協賛キャンペーン 

2月5日、12日、19日 中山高原かんじきハイク 2000円＊7人 

2月26日 黒沢高原かんじきハイク 4000円＊8人 
金額を上げたこともあり、今年の実施は中山高原 2 回 7 人、黒沢尾根 1 回 8 人と激減。 

  ＊一方でキャンペーン以外の個人申込が 5 回 22 人と増加。 

個人客のみの客単価は昨年 1690 円から 5364 円と急伸した。 

   

 

 

 

 

 

エ．その他オリジナルツアー  

＊ほたるのゆうべ：7月2日、9日、16日 宮の森自然園にて 500円 

実施2回、参加者合計6人（昨年89人） 

＊温泉郷ナイトハイク：8月1日～10日 大町温泉郷森林劇場周辺にて 1000円 

実施6回 参加者合計50人（昨年86人） 

 

※なお、昨年の総会に上程した旅行業の登録につきましては、「小委員会で検討を重ねて判断するこ

と」となっておりました。ガイドメンバーの毎月の定例会において数回の検討を重ねる中で、まずは

ガイドを養成し、販売の目途を立てるまでは時期尚早という判断をいたしましたので報告します。 



オ．北アルプス山麓グランフォンドの事務局 

   ＊9月3日受付、4日開催、参加者720人(応援バス含む) 

 

 

 

 

 

 

カ．アルプスあずみのセンチュリーライドへの協力 

   ＊5月22日 エイドステーション3箇所の運営 

（国営公園、平公民館、美麻） 

参加者1500人、スタッフ総勢40人程度 

＊2015年度に引き続き、エイドの提供品をお土産として販売。 

 

 

 

 

 

 

 

キ．お菜洗い＆野沢菜漬け体験、野沢菜味巡り 

＊恒例のお菜洗い：11月25日、27日、 

温泉郷森林劇場隣の広場にて 

信濃大町お葉漬け隊の事務局として事業をサポート。 

参加者41人（昨年52人）、取り扱い野沢菜 556kg （昨年391kg） 

 

 

 

 

 

 

＊あめ市における「野沢菜味めぐり」：2月11日、塩入家具店前にて 

提供：20軒、昨年に引き続き路上で行ったことで、 

より多くの方の目にとまり、関心を持ってもらうことができた。 

また定住促進のツアーにも立ち寄ってもらい、 

大町の食文化を発信することができた。 

 



③ 前項をとおした仕事おこし・地域づくり事業 

ア．信濃大町暮らし拝見ツアーの企画・運営 

   昨年度より、大町市定住促進協働会議より委託され、暮らし拝見ツアーの企画・運営を実施。 

   春のツアー：5月14～15日、参加者3家族4名 

           暮らし拝見と病院祭見学 

   秋のツアー：10月22～23人、参加者9家族19名 

           暮らし拝見と霊松寺見学、りんご狩り、水源地見学、おやき体験 

   冬のツアー：2月10～11日、参加者9家族18人 

           雪かき体験、おやき体験 

 

 

 

 

 

 

④ 地域の市民活動をつなぐためのネットワーク事業 

ア．市民団体のサポート・地域連携 

 ＊三蔵呑み歩き実行委員会に参加をし、北アルプス山麓グランフォンド実行委員会との橋渡し

をしながら、呑み歩きを楽しむ公式ガイドを作成し、街中のバス停も担当した。 

 

イ．おおまちの食 おいしいプロジェクトのサポート 

  三蔵呑み歩き実行委員会・お祭りご膳仕掛け人会が中心となって始まった「おおまちの食 お 

いしいプロジェクト準備委員会」から事業のコーディネートを委託され、大町の食のブランディ

ングのサポートをした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．大町市観光協会、大町商工会議所、大町商工会議所青年部、長野県中小企業団体中央会

への加入。 

 

エ．大町まちづくり協議会、定住促進協働会議、北アルプス国際芸術祭実行委員会、信濃大町ア

ーティスト・イン・レジデンス協議会に委員を出向。 

 

オ．このほか、会議室・プリンター・備品等の貸し出しは随時 



⑤ 地域情報の収集・発信事業 

ア．ぐるっとマップ制作 
大糸タイムスに隔週で「ぐるっとマップ」を連載。さまざまな切り口で地域資源マッ

プを作成し、地域の魅力を発信してきた。 

2016 年度中の掲載数は 31、139 号から 169号まで。 

4 月 大北管内小中学校、桜、水辺の花、

大糸線の撮影ポイント 

10 月 白馬そば祭り、紅葉の森 

5 月 塩の道モビリティ、 

ハーブの里池田町 

11 月 信濃鉄道、クリスマスケーキ 

6 月 国営公園、ほたる、白馬花三昧 12 月 池田の民話、クリスマス礼拝、 

二年参り 

7 月 松川ちひろ公園、高瀬渓谷フェスタ、

グルメグランプリ 

1 月 ゲレ食、雪を楽しむイベント 

8 月 原始感覚美術祭、大町水巡り、 

三蔵呑み歩き 

2 月 あめ市、池田おもしろポスター 

9 月 北アルプス山麓グランフォンド、 

池田八幡神社例大祭、温泉三昧 

3 月 大町の堰、春を告げる花 

 

 

 


